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森
林
・
林
業
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
町
村
行
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
森

林
の
整
備
、
保
全
等
に
日
夜
努
力
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
今
年
元
日
の
能
登
半
島
地
震
に
お
き
ま
し
て
は
、
石
川
県
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
全
国
各
地
で
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
近
年
の
自
然
災

害
は
頻
発
化
・
激
甚
化
し
て
お
り
ま
し
て
、
一
旦
、
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
そ
の
被
害
は

甚
大
と
な
る
こ
と
か
ら
、
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
は
急
務
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
村

が
こ
れ
ら
取
組
を
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
安
定
的
か
つ
十
分
な
財
源
の
確
保
な
ど
を

引
き
続
き
国
に
対
し
求
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
自
治
体
の
森
林
整
備
に
活
用
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
で
あ
り
ま
す
が
、
来
年

度
か
ら
森
林
面
積
の
譲
与
割
合
が
引
上
げ
ら
れ
、
森
林
を
多
く
抱
え
る
自
治
体
に
よ
り
多

く
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
税
は
、
森
林
・
山
村
地
域
の
自
治
体
の
長
年
に
わ
た
る
運
動
を
経
て
、
地
球
温
暖
化

防
止
や
災
害
防
止
等
を
図
る
た
め
に
創
設
さ
れ
、
令
和
元
年
度
か
ら
の
譲
与
開
始
以
降
、

間
伐
等
の
森
林
整
備
や
木
材
利
用
の
促
進
、
普
及
啓
発
等
に
充
当
さ
れ
、
そ
の
取
組
実
績

は
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
特
に
こ
れ
ま
で
放
置
さ
れ
て
き
た
森
林
に
つ
い
て
、
所
有
者

の
意
向
調
査
や
境
界
確
認
、
人
材
育
成
や
担
い
手
の
確
保
へ
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
六
年
度
か
ら
は
森
林
環
境
税
が
導
入
さ
れ
、
広
く
国
民
の
皆
様
に
ご
負
担
を
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
森
林
の
現
場
に
最
も
身
近
な
町
村
は
、
こ
の
貴
重
な
財
源

を
十
分
に
活
用
し
て
、
森
林
整
備
等
に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
六
年
度
末
に
は
現
行
の
山
村
振
興
法
が
期
限
を
迎
え
ま
す
。
引
き
続
き
山

村
地
域
の
振
興
・
発
展
を
図
る
た
め
、
新
た
な
国
土
形
成
計
画
や
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
の
見
直
し
等
を
踏
ま
え
、
内
容
を
充
実
し
て
法
律
を
延
長
す
る
よ
う
国
に
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

福
島
県
町
村
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

山
村
地
域
の
再
生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山村地域の再生に向けて

福島県町村会長　　　　　　　
塙町長　宮　田　秀　利
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令
和
五
年
度
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等
活

動
発
表
会
を
令
和
六
年
二
月
一
日（
木
）に
、

県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
研
修
本
館
で
開
催

し
、
県
内
各
地
の
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
を

は
じ
め
林
業
関
係
者
等
約
六
〇
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

例
年
こ
の
発
表
会
で
は
、
県
内
各
地
の

自
主
的
な
実
践
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
代
表
が
そ
の
取
組
を
発
表
す
る

こ
と
に
よ
り
、
各
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の

活
動
の
展
開
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
て
お
り
、
今
回
は
五
団
体
か
ら
、
森

林
環
境
学
習
や
体
験
活
動
な
ど
、
様
々
な

活
動
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
会
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
五
十

嵐
乃
里
枝
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人
会
津
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
）、
優
秀
賞
に
は
丸
山

邦
英
さ
ん
（
し
ら
か
わ
本
沼
花
見
山
づ
く

り
会
）、
特
別
賞
に
は
星
祐
治
さ
ん
（
舘
岩

グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

午
後
に
は
、
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜
お

よ
び
郡
山
女
子
大
学
の
学
生
に
よ
り
森
林

自
己
学
習
支
援
事
業
成
果
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
会
の
の
ち
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

遠
野
エ
コ
ネ
ッ
ト
代
表
理
事
の
千
葉
和
氏

よ
り
、「
森
林
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り　

遠
野
エ
コ
ネ
ッ
ト
の
活
動
か
ら
」

と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
発
表
課
題

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
あ
ぶ
く
ま
地
域
・
木
炭
産
業
再
構
築
に

向
け
た
次
世
代
の
担
い
手
育
成
事
業

　
（
あ
ぶ
く
ま
木
炭
産
業
再
構
築
協
議
会

�

鈴
木　

金
一
）

●
美
し
い
里
山
自
然
環
境
を
後
世
に
残
す

取
組

　
（
し
ら
か
わ
本
沼
花
見
山
づ
く
り
会

�

丸
山　

邦
英
）

●
次
世
代
に
伝
え
た
い　

木
こ
り
の
技
！　

山
学
校
か
ら
特
殊
伐
採
技
術
伝
承
事
業

を
通
し
て

　
（
一
般
社
団
法
人
会
津
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
構�

五
十
嵐　

乃
里
枝
）

●
～
森も
　
り林
へ
の
誘
い
～　

森
林
環
境
〝
共

育
〟
へ
の
取
り
組
み

　
（
舘
岩
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

�

星　
　

祐
治
）

●
心
ゆ
た
か
な　

里
山
づ
く
り

　
（
林
林
倶
楽
部�

荻
野　

裕
剛
）

　

令
和
六
年
二
月
二
日（
金
）に
は
、
令
和

五
年
度
林
業
普
及
指
導
員
全
体
研
修
会
を

開
催
し
、
県
内
各
地
の
林
業
普
及
指
導
員

を
は
じ
め
林
業
関
係
者
等
約
八
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
県
内
の
各
林
業
普
及
指
導
地

区
の
代
表
者
七
名
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活

用
、
特
用
林
産
物
等
の
推
進
な
ど
普
及
活

動
の
成
果
を
報
告
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表

に
対
し
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に

は
芳
賀
亮
汰
さ
ん
（
南
会
津
農
林
事
務

所
）、
優
秀
賞
に
は
石
井
達
也
さ
ん
（
県

北
農
林
事
務
所
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
林
野
庁
経
営
企
画
課
環
境

保
護
企
画
係
長
の
小
林
正
典
氏
よ
り
、「
国

有
林
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
」

と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
林
業
普
及
指
導
地
区
か
ら
の
活
動
発

表
課
題
名
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
安
全
な
伐
採

作
業
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　
（
県
北
農
林
事
務
所

�

技
師　

石
井　

達
也
）

●
小
学
生
を
対
象
と
し
た
木
工
教
室
に
よ

る
普
及
啓
発
に
つ
い
て

　
（
県
中
農
林
事
務
所

�

主
査　

内
田　
　

守
）

●
広
葉
樹
林
再
生
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
県
南
農
林
事
務
所

�

副
主
査　

黒
澤　

文
彦
）

●
会
津
管
内
に
お
け
る
優
良
な
ス
ギ
コ
ン

テ
ナ
苗
生
産
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　
（
会
津
農
林
事
務
所

�

技
師　

花
田　

真
紀
子
）

●
森
林
経
営
管
理
制
度
の
市
町
村
支
援
と

着
実
な
森
林
整
備
の
実
行
に
向
け
て

　
（
南
会
津
農
林
事
務
所

�

技
師　

芳
賀　

亮
汰
）

●
双
葉
管
内
に
お
け
る
木
材
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築

　
（
富
岡
林
業
指
導
所

�

主
任
主
査　

水
野　

俊
一
）

●
い
わ
き
地
区
に
お
け
る
特
用
林
産
の
振

興
に
向
け
た
取
り
組
み
つ
い
て

　
（
い
わ
き
農
林
事
務
所

�

技
師　

白
川　

浩
司
）林業普及指導員の活動発表の様子

講演の最後に『間伐ブルース』を披露

福
島
県
森
林
計
画
課

令
和
五
年
度
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等
活
動
発
表
会
・

�
林
業
普
及
指
導
員
全
体
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
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緑の募金のご協力、よろしくお願いいたします

緑の募金の実績

※街頭募金にイベント募金、常設募金等を含む

令和６年の国土緑化運動標語

「未来へと　広がれ緑　この手から」
標語　渡辺　虎青さん（福島県立相馬農業高等学校３年）

〒960-8043
福島市中町５－18　福島県林業会館内

（公社）福島県森林・林業・緑化協会
（緑化推進局　緑化推進課）

TEL 024-524-1480　FAX 024-521-3246

令和５年度「緑の募金」実績（令和５年４月１日～令和６年１月31日）

市・地方緑化推進委員会
募　　金　　の　　種　　類

計
街頭募金 家庭募金 企業募金 職場募金 学校募金

福 島 市 緑 化 推 進 委 員 会 36,634 0 1,503,604 763,086 1,087,503 3,390,827
伊 達 市 緑 化 推 進 委 員 会 651 1,643,440 222,800 141,622 41,331 2,049,844
伊 達 郡 緑 化 推 進 委 員 会 27,655 988,505 242,000 90,859 32,417 1,381,436
二 本 松 市 緑 化 推 進 委 員 会 8,323 1,401,600 10,000 241,250 230,353 1,891,526
本 宮 地 域 緑 化 推 進 委 員 会 23,401 945,900 293,865 85,222 63,504 1,411,892
国 土 緑 化 郡 山 市 推 進 委 員 会 0 0 0 0 0 0
須 賀 川 市 緑 化 推 進 委 員 会 9,920 0 0 354,560 222,200 586,680
国土緑化岩瀬地方推進委員会 0 467,500 2,029 68,845 27,887 566,261
田 村 市 緑 化 推 進 委 員 会 1,919 944,500 309,539 211,505 20,900 1,488,363
田 村 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 0 847,900 50,000 170,834 0 1,068,734
国土緑化石川地方推進委員会 18,725 1,030,900 277,181 159,869 266,852 1,753,527
白 河 市 緑 化 推 進 委 員 会 17,039 1,125,032 518,207 243,820 0 1,904,098
国土緑化西白河地方推進委員会 3,747 1,358,110 375,390 204,905 34,714 1,976,866
国土緑化東白川地方推進委員会 112,889 682,700 179,892 195,586 46,685 1,217,752
国土緑化会津若松市推進委員会 0 3,535,350 493,024 686,632 380,693 5,095,699
両 沼 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 3,757 1,254,870 69,775 206,239 0 1,534,641
会津耶麻地方緑化推進委員会 699 842,900 121,900 164,187 104,548 1,234,234
喜 多 方 市 緑 化 推 進 委 員 会 11,366 1,413,300 471,500 495,683 0 2,391,849
南 会 津 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 29,448 1,230,400 23,560 165,347 24,467 1,473,222
相 馬 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 27,271 1,085,373 15,104 558,428 0 1,686,176
双 葉 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 0 0 0 0 0 0
い わ き 市 緑 化 推 進 委 員 会 7,326 8,103,973 858,644 1,571,800 335,773 10,877,516

小　　　　　計 340,770 28,902,253 6,038,014 6,780,279 2,919,827 44,981,143
事 務 局 190,762 393,070 1,678,065 672,143 44,091 2,978,131

合　　　　　計 531,532 29,295,323 7,716,079 7,452,422 2,963,918 47,959,274

（単位：円）

　令和５年度の緑の募金につきましては、春季運動期間（４～５月）は、まだコロナ渦であったにもか
かわらず、これまでのところ（４月～１月分集計）、下記のとおり4,795万円（前年度実績5,287万円）の
ご寄付をいただきました。多くの皆様方の善意に厚く御礼申し上げます。
　緑の募金は、緑豊かな潤いある美しいふくしまを目指し、緑化の推進、森林の整備、次代を担う青少
年の育成、森林ボランティア活動の支援などに活用させていただいており、地球環境の保全、地域の緑
化環境の整備、緑化運動への理解醸成等に貢献しています。
　令和６年度の「緑の募金」春季募金推進期間は、例年どおり４月１日から５月31日までとなりますが、
引き続き緑の募金を活用した幅広い分野における緑化運動を展開してまいりますので、皆様のご理解と
ご協力をよろしくお願いいたします。

令和６年度
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【緑の募金の活用事例】

【実施事業】

【緑の募金の活用】

第６回ふくしま植樹祭（南会津町）集合写真 植樹作業 緑の募金ブース

⑸　平成30年に開催された全国植樹祭の理念を引き継ぎ、「未来へつなぐ希望の森林づくり」をコンセプトに
今年度は南会津町の会津山村道場で「第６回ふくしま植樹祭」を開催し、植樹・育樹活動を行いました。
　また、会場に緑の募金ブースを設け、募金をお願いしました。

⑵　県内各地で森林づくり団体
等が、植栽や下刈りなどの森
林整備活動を行うことで、自
然災害の防止や地球温暖化防
止等に貢献しています。

森林づくり団体による植樹作業

植栽された桜

⑶　県内の各市・地方緑化推進
委員会が「地方植樹祭」を開
催することで、地域の環境緑
化の推進と緑化意識の高揚が
図られています。

地方植樹祭（白河市）記念植樹

地方植樹祭（西会津町）植樹作業

⑷　今年度は小野町で開催した
「第35回ふくしま緑の百景歩
こう会」の参加者に、緑化苗
木を配布することで、緑化の
重要性を普及しています。

歩こう会スタート

苗木配布

小学生による花壇整備 中学生による花壇整備

⑴　小・中・高校生や地域のNPO
法人が、花苗の定植や花壇づく
りにより学校や公共施設の環境
整備を推進することで、地域の
環境緑化の推進と緑化意識の高
揚が図られています。

１　森林の整備　①普及啓発　②森林の造成・保育　③環境保全ほか　（苗木や作業用具等の購入に要する
経費など）

２　緑化の推進　①普及啓発　②地方植（育）樹祭の開催　③学校、公共施設等の環境整備　④緑の少年団
活動　⑤園芸教室等の開催ほか　（公共施設等の環境緑化に要する経費、緑の少年団等の活動経費など）

　皆様から寄せられました家庭募金や企業募金、職場募金や学校募金などは、県内の各市・地方緑化推進委
員会を通して当緑化協会に送金いただき（右頁の表）、このうち約６割の額を各市・地方緑化推進員会へ交
付し、それぞれの地域に応じた緑化事業を行っております。
　また、当協会においては、県内一円を対象とした緑化活動事業を行っております。
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福
島
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会
と
公
益

社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協

会
は
、
令
和
六
年
一
月
三
〇
日（
火
）ふ
く

し
ま
中
町
会
館
に
お
い
て
、
森
林
土
木
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
福
島
県
森
林
土
木
建
設

業
協
会
会
員
企
業
と（
公
社
）福
島
県
森

林
・
林
業
・
緑
化
協
会
市
町
村
会
員
、
合

わ
せ
て
約
四
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
前
半
は
『
森
林
土
木
事
業
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
』
と
題
し

て
、
福
島
県
農
林
水
産
部
の
担
当
者
か
ら

講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
県
農
林
技
術
課
宗
形
副
課

長
兼
主
任
主
査
か
ら
、
工
事
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

必
要
と
さ
れ
る
背
景
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

の
流
れ
、
そ
の
際
の
費
用
計
上
の
方
法
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
に
は
、
五
つ
の
施
工

プ
ロ
セ
ス
全
段
階
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

「
全
プ
ロ
セ
ス
実
施
型
」
と
、
各
段
階
で

選
択
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
「
プ
ロ
セ

ス
選
択
型
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
場
合
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
数
量
を
正
し
く
積
算
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
日
々
の
台
数
管
理
が
重

要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
い
で
、
県
森
林
整
備
課
藤
井
主
任
主

査
か
ら
、
現
在
、
林
道
事
業
で
施
工
さ
れ

て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
当
該
工
事
で
実
際
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
施
工
を
担
当
し
て
い
る
㈱
利
根

川
組
大
関
事
業
部
工
事
課
主
任
も
参
加

し
、
対
話
形
式
で
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

機
械
の
設
定
や
固
定
局
の
設
置
な
ど
新

た
な
作
業
も
増
え
ま
す
が
、
実
際
に
行
っ

て
み
る
と
そ
の
正
確
さ
と
作
業
の
効
率
化

は
、
こ
れ
ま
で
人
力
で
行
っ
て
い
た
場
合

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
を
導
入
し
た
い
と
考
え

て
い
る
市
町
村
・
企
業
に
あ
っ
て
は
、
最

寄
り
の
県
農
林
事
務
所
に
ご
相
談
い
た
だ

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

後
半
は
、
㈱
草
野
測
器
社
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業

グ
ル
ー
プ
阿
部
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
講

師
に
『
森
林
土
木
事
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
つ
い
て
』
と
題
し
て
、
工
事
で
使
用
さ

れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
設
備
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工

程
で
使
用
さ
れ
て
い
る
機
材
・
ソ
フ
ト
、

ま
た
そ
の
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
講

義
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
は
日
々
進
化
し
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
設
備
も
簡
単
で
分
か

り
や
す
く
安
価
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
抜
き
に
生
産
性
の
向
上
は

見
込
め
な
く
な
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
早
く

取
り
組
み
、
社
内
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
設

備
を
導
入
す
る
際
に
は
、
所
有
し
て
い
る

機
材
や
ソ
フ
ト
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
い
う
喫
緊
の
課
題
に
、
参
加

者
は
今
後
の
取
組
も
視
野
に
熱
心
に
聴
講

し
て
い
ま
し
た
。

石川会長挨拶

研修会の様子

福島県農林技術課 宗形副課長兼主任主査の講義

福島県森林整備課　藤井主任主査と
㈱利根川組　大関業務部工事課主任の説明

株式会社草野測器社ICT事業グループ
阿部サブマネージャー様の講義

福
島
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会　
　
　
　

（
公
社
）福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

森
林
土
木
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
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去
る
二
月
九
日
、
伐
採
搬
出
・
再
造
林
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

全
国
連
絡
会
議
と
福
島
県
素
材
生
産
協
同
組
合
の
主
催
に

よ
る
「
伐
採
搬
出
・
再
造
林
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」

を
会
津
美
里
町
複
合
文
化
施
設
「
じ
げ
ん
プ
ラ
ザ
」
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
的
に
森
林
資
源
が
充
実
し
、

主
伐
施
業
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
適
切
な
伐
採
と
着
実

な
再
造
林
を
促
進
す
る
た
め
、
事
業
者
の
自
主
的
な
規
範

を
高
め
、
持
続
的
な
循
環
型
施
業
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
二
〇
一
七
年
に
宮
崎
県
で
第
一
回
が
開
催
さ
れ
、

鹿
児
島
県
、
岩
手
県
、
島
根
県
、
東
京
都
、
徳
島
県
に
続

き
、
福
島
県
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

遠
く
は
九
州
か
ら
県
内
外
約
一
八
〇
名
の
参
加
の
も
と
、

林
野
庁
長
官
、
福
島
県
知
事
、
会
津
美
里
町
長
を
来
賓
に

招
き
、
基
調
講
演
と
特
別
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

□
基
調
講
演　
「
利
用
期
を
迎
え
た
国
産
材
の
循
環
利
用
」

　
　
　

講
師　

全
国
木
材
組
合
連
合
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

元
林
野
庁
長
官　

本
郷　

浩
二 

氏

　

現
在
の
森
林
経
営
が
苦
境
と
な
っ
た
大
き
な
原
因
は
、

収
入
が
持
続
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
補
助
金
で
森
林

の
整
備
・
保
全
を
何
と
か
つ
な
い
で
来
た
が
、
間
伐
を
続

け
て
い
く
政
策
で
は
じ
り
貧
に
な
る
。
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
循
環
型
の
資
源
利
用
に
転
換
し
、
林
業

と
山
村
社
会
を
再
生
し
維
持
で
き
る
よ
う
に
毎
年
収
入
を

得
続
け
る
林
業
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

□
特
別
講
演　
「
環
境
と
森
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
主
伐
再
造
林
と
環
境
創
造
―
」

　
　
　

講
師　

早
稲
田
大
学
法
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　

元
環
境
事
務
次
官　

森
本　

英
香 

氏

　

現
在
の
環
境
危
機
は
、
気
候
変
動
よ
り
も
生
物
多
様
性

の
損
失
の
方
が
、
人
類
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
が
高
く
、
人
間

が
安
全
に
活
動
で
き
る
範
囲
を
超
え
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て

い
る
。
社
会
・
経
済
の
基
礎
と
な
る
森
林
は
「
資
源
」
で

あ
る
前
に
「
資
本
」
で
あ
り
、
生
物
多
様
性
・
脱
炭
素
・

循
環
経
済
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ク

レ
ジ
ッ
ト
や
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
（
緑
の
復
興
）
な
ど

の
新
た
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
よ
っ
て
、
森
林
の
価
値
を
変
え

る
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

□
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
主
伐
再
造
林
の
確
実
な
実
行
と

　
　
　
　
　
　
　
　

未
来
に
誇
れ
る
林
業
事
業
体
の
姿
」

　

福
島
県
素
材
生
産
協
同
組
合
の
渡
部
一
也
理
事
長
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
四
名
の
パ
ネ
ラ
ー
の
日
頃
の
活

動
を
通
し
て
、
新
し
い
森
林
の
価
値
な
ど
活
発
な
発
言
を

頂
き
ま
し
た
。

○
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
グ
ル
ー
プ　

北
爪　

雅
彦
氏

　

日
本
の
家
族
制
度
が
崩
壊
し
核
家
族
化
し
た
よ
う
に
林

業
も
個
人
の
事
業
と
し
て
は
承
継
で
き
な
く
な
っ
て
お

り
、
何
か
仕
組
み
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
林
業
の
収

益
基
盤
の
ベ
ー
ス
を
つ
く
り
、
作
業
の
仕
方
も
理
に
か

な
っ
た
形
に
変
え
る
こ
と
で
林
業
も
効
率
化
、
収
益
化
を

目
指
せ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
組
織
化
と
そ
の
組
織

を
リ
ー
ド
で
き
る
人
材
育
成
も
重
要
で
、
山
形
県
の
白
鷹

町
で
林
業
を
通
じ
た
地
域
創
生
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

○
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
推
進
機
構　

壁
谷　

武
久
氏

　

地
球
温
暖
化
等
の
社
会
的
課
題
は
企
業
に
と
っ
て
は
経

営
リ
ス
ク
で
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
の
課
題
に
立
ち
向
か
う

こ
と
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
つ
く
れ
る
時
代
。
環
境
負
荷

に
つ
い
て
も
資
源
か
ら
製
造
加
工
、
廃
棄
リ
サ
イ
ク
ル
に

至
る
各
段
階
で
自
然
環
境
へ
の
影
響
を
数
値
化
が
可
能

で
、
木
材
は
再
生
可
能
な
資
源
と
い
う
こ
と
で
大
き
な
花

形
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
民
間
主
導
で
作
ら
れ
た
よ

う
に
現
場
の
皆
様
が
対
話
の
努
力
を
さ
れ
、
新
た
な
活
路

を
見
い
だ
せ
ば
、
将
来
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
実
現
は
可
能
で
あ
る
。

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
む
か
維
森
の
会　

黒
田　

仁
志
氏

　

宮
崎
県
の
ス
ギ
の
素
材
生
産
量
は
平
成
三
年
か
ら
日
本

一
。
当
時
、
大
き
な
台
風
に
よ
る
風
倒
木
処
理
の
た
め
に

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
が
進
み
、
生
産
量
が
八
〇
万
立

方
㍍
か
ら
大
幅
に
増
加
し
た
が
伐
採
後
の
植
栽
が
追
い
つ

か
ず
、
台
風
時
に
木
材
が
流
れ
出
て
養
殖
地
の
漁
網
に
大

き
な
被
害
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
今
ま
で
本
当
に
山
を
守
っ

て
く
れ
て
い
る
と
信
じ
て
く
れ
て
い
た
漁
業
者
を
裏
切
っ

て
し
ま
っ
た
の
が
契
機
と
な
り
、
若
手
の
素
材
生
産
事
業

者
が
検
討
を
始
め
た
の
が
ス
タ
ー
ト
。
国
が
法
律
等
で
締

め
付
け
る
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
自
ら
の
行
動
規
範
と
し

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
。
詳
し
く
は
全
国
連
絡
会

議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
モ
ク
テ
ィ
倶
楽
部　

根
本　

昌
明
氏

　

本
業
は
全
国
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
販
売
す
る
木
工

品
の
製
造
メ
ー
カ
ー
で
、
三
・
一
一
の
震
災
の
影
響
に
よ

り
取
引
が
停
止
し
国
内
か
ら
海
外
市
場
の
展
開
を
模
索
す

る
中
、
ジ
ェ
ト
ロ
の
紹
介
で
桧
の
ま
な
板
の
世
界
行
商
を

開
始
。
そ
の
中
で
環
境
と
持
続
可
能
な
社
会
に
関
す
る
海

外
と
の
考
え
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
一
般
社
団
法
人
モ
ク
テ
ィ

倶
楽
部
を
設
立
し
た
。
エ
シ
カ
ル
消
費
に
よ
る
再
造
林
支

援
と
合
わ
せ
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
森
林
認
証
の
推
進
で
、

生
産
性
向
上
だ
け
で
な
く
山
で
の
事
故
が
極
端
に
減
る
と

い
う
事
実
を
お
伝
え
し
、
林
業
従
事
者
が
増
え
て
皆
が
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
福
島
か
ら
発
信
し
て
い
き

た
い
。

　

最
後
に
渡
部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
少
し
逆
転

の
発
想
も
入
れ
な
が
ら
最
前
線
で
活
躍
で
き
る
森
林
林

業
・
木
材
業
界
と
し
て
世
界
に
目
を
向
け
て
い
き
た
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
我
々
も
目
先
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
将

来
に
向
け
た
意
欲
や
能
力
、
や
る
気
の
あ
る
人
達
が
集

ま
っ
て
く
れ
る
と
思
う
。
学
校
で
子
ど
も
達
に
環
境
教
育

を
行
う
際
に
、
人
間
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
と

問
う
こ
と
が
あ
り
、
お
金
を
稼
ぐ
た
め
じ
ゃ
な
く
、
木
を

植
え
る
た
め
に
生
き
て
い
る
と
話
す
こ
と
が
あ
る
。
一
度

頭
を
切
り
替
え
て
み
る
こ
と
で
違
う
も
の
が
見
え
て
く

る
。
新
し
い
価
値
観
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
り
、
み
ん
な

が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
り
、
災
害
に
も
強
く
な
り
、
い
ざ
と
い

う
時
に
日
本
の
底
力
が
膨
大
な
森
林
資
源
を
通
し
て
み
ん

な
が
連
携
し
、
電
気
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
リ
ッ
ド
で
な

く
、
森
林
の
グ
リ
ッ
ド
が
で
き
れ
ば
面
白
い
と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
参
加
者
の
皆
様
も
通
常
の
技
術
的
な
話
に
止
ま

ら
ず
、
先
端
産
業
と
し
て
の
林
業
の
未
来
を
描
く
多
方
面

か
ら
の
話
題
に
熱
心
に
聞
き
入
り
、
今
後
の
主
伐
再
造
林

の
進
め
方
や
未
来
の
素
材
生
産
業
の
姿
を
考
え
る
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
大
会
の
開
催
に
当
た
り
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関

係
行
政
機
関
、
関
係
団
体
の
皆
様
に
改
め
て
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

パネルディスカッション

会場風景

渡部理事長挨拶

福
島
県
素
材
生
産
協
同
組
合

「
第
七
回
伐
採
搬
出
・
再
造
林
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト

�

福
島
大
会
」
が
会
津
美
里
町
で
開
催
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就
業
前
長
期
研
修
十
ヶ
月
目
の
一
月
は
、

三
回
目
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
あ

り
ま
し
た
。
全
員
が
就
職
に
向
け
て
動
き

出
す
と
同
時
に
、
い
よ
い
よ
研
修
修
了
が

近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。

○
一
月
の
研
修
内
容

　
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
木
造
材
技
術
」
で

は
、
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
ス
ギ

と
ヒ
ノ
キ
林
の
間
伐
を
行
い
ま
し
た
。
畑

と
隣
接
し
た
場
所
だ
っ
た
た
め
、
ロ
ー
プ

で
伐
倒
方
向
に
引
っ
張
り
な
が
ら
一
本
一

本
丁
寧
に
伐
倒
し
ま
し
た
。
一
年
間
学
び

続
け
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
各
々
考
え
な

が
ら
伐
倒
の
一
連
の
動
き
を
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
林
内
路
網
」
で
は
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
の

操
作
実
習
を
行
い
、
法
面
の
転
圧
練
習
と

十
二
月
の
作
業
道
作
設
実
習
で
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
各
々
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
二
月
か
ら
始
ま
る
フ
ォ
ワ
ー

ダ
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
ス
イ

ン
グ
ヤ
ー
ダ
の
操
作
実
習
に
向
け
て
、
基

本
操
作
の
習
熟
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
最
後
の
「
安
全
の
基
礎
」
の
講

義
で
は
、「
人
間
は
間
違
う
生
き
物
」
を

テ
ー
マ
に
、
今
後
の
林
業
人
生
を
安
全
に

長
く
続
け
て
い
く
た
め
に
意
識
す
べ
き
、

十
種
類
の
バ
イ
ア
ス
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
「
就
業
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）」

で
は
、
希
望
す
る
就
業
先
で
よ
り
実
践
的

な
現
場
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
終
了
後
は
発
表
会
を

行
い
、
研
修
生
同
士
で
事
業
体
に
よ
っ
て

事
業
内
容
が
様
々
で
あ
る
こ
と
や
、
地
域

ご
と
の
特
色
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し

た
。

　
「
高
性
能
林
業
機
械
運
転
技
術
」
で
は
、

二
月
か
ら
始
ま
る
フ
ォ
ワ
ー
ダ
他
三
種
の

操
作
実
習
に
向
け
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方

法
や
機
械
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
、
事
故
事
例

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

○
研
修
生
の
感
想　

塩
田
天
空
さ
ん

　

一
月
に
は
最
後
と
な
る
九
日
間
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
あ
り
、
私
は
猪
苗
代
町

の
六
和
林
業
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し
た
造
材
の

ほ
か
、
作
業
道
を
入
れ
た
後
に
書
類
を
提

福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー

出
す
る
為
の
測
量
や
写
真
撮
影
、
立
ち
会

い
検
査
に
も
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
が
そ
の
ま

ま
実
行
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
事
業

体
や
施
行
地
ご
と
に
安
全
・
効
率
化
を
求

め
て
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ア
カ
デ
ミ
ー

と
現
場
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
と
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

知
識
的
な
勉
強
が
出
来
た
一
方
、
自
身

の
体
力
の
無
さ
、
安
定
し
な
い
技
術
な
ど

現
場
に
立
つ
に
あ
た
っ
て
避
け
ら
れ
な
い

肉
体
的
な
部
分
で
課
題
が
多
く
見
え
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
の
長
い
林
業
人
生
、
怪
我
な

く
誰
に
も
負
け
な
い
つ
も
り
で
精
進
し
て

行
き
ま
す
。

○
研
修
生
の
感
想　

田
村
愛
翔
さ
ん

　

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
で
研
修
を

始
め
て
十
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

一
月
の
研
修
内
容
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、
須
賀
川

市
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
リ
バ
イ
ブ
さ
ん
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

作
業
内
容
は
造
材
・
玉
切
り
・
伐
倒
で
、

ア
カ
デ
ミ
ー
の
講
義
だ
け
で
は
学
ぶ
こ
と

の
出
来
な
い
、
事
業
体
で
働
い
て
い
る
人

た
ち
の
林
業
に
対
す
る
考
え
方
や
や
り
方

な
ど
を
教
え
て
貰
う
こ
と
が
で
き
、
自
分

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
現
場
の
空
気
を
感
じ
て
み
て

思
っ
た
こ
と
は
、
効
率
よ
く
安
全
に
作
業

を
こ
な
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

残
り
少
な
い
研
修
期
間
を
通
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
出
来
な
か
っ
た
こ
と

を
集
中
的
に
練
習
し
て
い
き
た
い
で
す
。法面の転圧練習ロープで引っ張りながらの伐倒
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普及指導員通信

福島県いわき農林事務所
　　林業普及指導員　白　川　浩　司

いわき地区における原木きのこ
生産振興に向けた取組について

１．はじめに
　いわき市は、菌床しいたけの生産量が県内１位、菌床なめこの生産量が県内２位と、菌床きのこ栽培が盛
んな地域です。一方、原木きのこ栽培は、福島第一原子力発電所事故（以下、原発事故。）の影響により、
生産者の多くが生産休止や廃業を余儀なくされたことで生産者数が激減し、原木しいたけの生産量は震災前
の１／20以下になりました（令和６年３月時点）。
　そこで、原木きのこ栽培の生産者数及び生産量を増加させることを目的とし、生産者に対して実施した指
導や支援について紹介します。

２．これまでの取組
　新たに生産を始める生産者や生産再開を希望する生産者に対して、原木きのこ栽培の現状や出荷までの手
続きに関する指導及び資材検査に関する支援を実施しました。
　いわき市内で伐採された原木でも指標値を超える場合があることを説明した上で、出荷の意志がある生産
者に対して指導及び支援を実施しました。原木きのこを出荷する場合、種菌を打つ前の原木から３本程度抽
出して検査を行い50Bq ／㎏以下であることを確認後、植菌後に菌が原木内に回った状態のほだ木でも３本
程度抽出して再度検査を行います。ほだ木でも50Bq ／㎏以下であれば、発生したきのこのモニタリング検
査を実施し、100Bq ／㎏以下であれば出荷することができると指導しています。指導に当たっては、農林事
務所でチラシを作成し、生産者を個別訪問しています。
　検査に当たっては、資材検査の生産者負担を軽減するため、農林事務所が原木やほだ木をそのまま回収し、
合庁の倉庫でチェーンソーを使用して検体用のおが粉に加工する作業を行いました。
　また、生産者の中には、JA等で簡易的なきのこの放射性物質検査を実施し、100Bq ／㎏以下だった場合、
出荷することができると思っている方もいるため、まず県のモニタリング検査を実施し、安全性を確認した
上で出荷するよう依頼しています。

３．今後の展開
　原発事故から12年経過した今でも、原木から指標値を超える放射性セシウムが検出されることがあり、令
和５年度に原木やほだ木の検査を行った６名のうち、３名は使用ができない状況です。原木の放射性セシウ
ムが自然に下がるには相当な期間を要することから、出荷を目指している生産者については、原木を会津地
方や県外といった他の地域から調達する、原木の下にシートを敷いて追加汚染を防止する等、栽培方法を根
本から変える指導も必要と考えています。
　また、原発事故以降、栽培きのこは出荷できないと思って生産を休止している生産者もいるため、モニタ
リング検査について周知を行い、生産を再開する生産者を支援していきます。さらに、栽培や検査に関する
支援だけでなく、関係団体等が示す最新の栽培方法や研修等に関する情報提供、生産者同士が情報共有でき
るような場を設けることにより、生産量や生産効率を上げるきっかけとし、いわき地区の原木きのこ栽培の
振興に向けて取り組んでいきます。

原木をおが粉にする作業の様子生産者に対する指導の様子
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20年後、福島の山に木は
あるのだろうか

～林業トップランナーの地で
考える皆伐再造林～

　

一
月
十
八
日
、
早
朝
の
羽
田
空
港
第
一

タ
ー
ミ
ナ
ル
。
集
合
時
間
の
一
時
間
前
、

既
に
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
揃
っ
て
い
た
。

当
会
で
二
泊
三
日
の
先
進
地
視
察
研
修
を

企
画
し
、
県
内
森
林
組
合
長
九
名
が
参
加
。

向
か
う
先
は
宮
崎
県
、
二
〇
年
以
上
に
わ

た
り
ス
ギ
の
素
材
生
産
量
日
本
一
、
皆
伐

再
造
林
に
つ
い
て
も
二
〇
年
以
上
取
り
組

み
を
し
て
い
る
名
実
と
も
に
林
業
先
進
地

で
あ
る
。

　

羽
田
空
港
か
ら
宮
崎
空
港
へ
向
か
う
航

空
機
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
到
着
。
外
に

出
る
と
、
春
の
様
な
暖
か
さ
と
道
路
沿
い

に
並
ん
だ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
目
に
入
り
、

前
日
ま
で
福
島
で
着
て
い
た
上
着
が
急
に

煩
わ
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

最
初
の
視
察
先
は
西
都
市
に
本
所
を
構

え
る
児
湯
広
域
森
林
組
合
。
昨
年
十
二
月

に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
新
し
い
事
務
所
に
、

参
加
者
全
員
が
感
嘆
の
声
を
上
げ
な
が
ら

見
学
を
し
た
。
み
や
ざ
き
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
内
装
は
非
常
に
心
地
よ
い
空
間
を

作
り
出
し
て
お
り
、
宮
崎
県
が
認
証
す
る

「
み
や
ざ
き
材
炭
素
貯
蔵
量
認
証
制
度
」
の

認
証
第
一
号
に
選
ば
れ
て
い
る
。
地
元
産

材
の
積
極
利
用
と
炭
素
固
定
機
能
、
様
々

な
面
に
お
い
て
意
義
の
あ
る
事
務
所
の
在

り
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
参
考
に
し
た
い
。

　

そ
の
後
、
宮
崎
県
森
林
組
合
連
合
会
及

び
児
湯
広
域
森
林
組
合
の
案
内
で
、
皆
伐

再
造
林
の
現
場
へ
。
最
初
に
目
に
つ
い
た

の
は
、
現
場
を
囲
ん
で
い
る
黒
い
獣
害
防

止
柵
。
約
一
・
七
㌶
の
現
場
に
対
し
て
、

五
八
八
㍍
の
柵
を
設
置
し
て
お
り
、
再
造

林
へ
の
ハ
ー
ド
ル
に
加
え
て
、

獣
害
対
策
に
も
か
な
り
の
労

力
が
必
要
で
あ
り
、
対
策
を

し
な
い
と
新
芽
は
あ
っ
と
い

う
間
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う

と
の
こ
と
。
ま
た
、
皆
伐
を

す
る
際
に
は
、
再
造
林
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
残
材

の
集
材
な
ど
に
努
め
、
植
え

付
け
前
に
改
ま
っ
た
地
ご
し

ら
え
を
行
わ
な
く
て
も
作
業

に
着
手
で
き
る
よ
う
、
工
夫

が
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
当
県
で
も
必
要
な
共
通
認
識
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
。

　

組
合
事
務
所
に
戻
り
、
そ
れ
だ
け
の
労

力
を
か
け
て
も
再
造
林
を
推
進
す
る
の
は
、

森
林
組
合
の
役
目
で
あ
り
、
自
分
た
ち
が

宮
崎
の
森
林
を
守
ら
な
い
と
持
続
可
能
な

林
業
は
成
り
立
た
な
い
と
、
長
友
組
合
長

（
宮
崎
県
森
林
組
合
連
合
会
長
）
よ
り
お

話
し
を
頂
い
た
。

　

皆
伐
再
造
林
に
計
画
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
森
林
の
持
続
的
な
更
新
を
成
し
得

る
こ
と
は
我
々
森
林
組
合
系
統
の
使
命
で

あ
り
、
二
〇
年
後
に
今
あ
る
立
木
が
そ
の

ま
ま
残
っ
て
い
て
も
、
皆
伐
後
に
再
造
林

を
行
わ
ず
に
木
が
無
い
状
態
で
も
、
健
全

な
山
と
は
言
え
な
い
。

　

福
島
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
が
ど

う
な
る
か
、
未
来
を
描
け
る
の
は
分
岐
点

に
立
つ
我
々
次
第
で
あ
り
、
戦
後
初
と
な

る
収
穫
期
に
大
き
な
希
望
を
感
じ
た
視
察

の
初
日
と
な
っ
た
。

　

研
修
の
つ
づ
き
は
、
当
会
の
公
式

Instagram

で
。

団体のページ

長友組合長をはじめ幹部職員の皆様に同席頂き、意見交換会

皆伐再造林地の現地視察

公式Instagramのフォローお願い
します！

福島県森林組合

連 合 会

森連だより
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令
和
六
年
二
月
七
日（
水
）、
郡
山
市
の

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
、
公
益

社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協

会
主
催
で
「
令
和
五
年
度
福
島
県
き
の
こ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
中
止
や
縮
小
が
続
い
て
い
た
本

セ
ミ
ナ
ー
も
今
年
よ
り
通
常
開
催
と
な
り
、

震
災
か
ら
十
二
年
が
経
過
し
た
事
に
よ
る

生
産
環
境
の
向
上
と
徐
々
に
高
ま
る
生
産

意
欲
を
反
映
し
て
か
、
昨
年
度
を
上
回
る

約
九
三
名
の
栽
培
者
と
関
係
者
の
出
席
と

な
り
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
は
、
そ
の
希
少
性
と
美
味
し

さ
か
ら
県
内
で
の
早
期
産
地
化
を
目
指
す

「
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
（
ほ
ん
し
め
じ
）」
に

つ
い
て
、
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
久
保

智
裕
研
究
員
よ
り
「
ほ
ん
し
め
じ
栽
培
の

現
状
と
課
題
」
と
の
演
題
で
、
産
地
の
取

組
現
状
及
び
生
産
量
、
最
新
栽
培
技
術
の

ポ
イ
ン
ト
や
生
産
者
の
販
売
方
法
、
最
後

に
今
後
の
普
及
に
む
け
て
の
課
題
な
ど
に

令和５年度福島県
きのこセミナーの開催

きのこセンターだより

（公社）福島県森林・林業・緑化協会
　　　きのこ振興センター　　　　

つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ

づ
い
て
、
き
の
こ
栽
培
で
最
も
重
要
な
原

木
と
オ
ガ
粉
の
情
勢
、
課
題
等
に
つ
い
て

有
限
会
社
桜
岡
商
事
の
金
澤
勝
城
氏
よ
り

「
国
内
オ
ガ
粉
・
原
木
供
給
状
況
と
県
産
木

の
今
後
」
と
題
し
、
県
内
の
き
の
こ
栽
培

用
オ
ガ
粉
の
供
給
状
況
や
オ
ガ
粉
生
産
プ

ロ
セ
ス
の
説
明
、
生
産
現
場
及
び
今
後
の

課
題
な
ど
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
二
題
の
講
演
後
は
原
木
等
供
給
、

指
導
関
係
者
と
し
て
、
阿
崎
商
店
の
岡
部

誠
氏
、
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
の
岡
崎

孝
哉
氏
、
県
林
業
振
興
課
の
小
椋
佳
氏
よ

り
県
産
木
（
原
木
）
利
用
状
況
及
び
今
後

の
課
題
、
計
画
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三

講
演
目
は
今
日
県
内
の
生
椎
茸
生
産
量
の

九
七
㌫
を
占
め
る
菌
床
栽
培
に
つ
い
て
、

森
産
業
株
式
会
社
の
鈴
木
康
浩
氏
よ
り

「
福
島
県
に
適
し
た
品
種
の
紹
介
と
栽
培

の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
、
周
年
栽
培
用
で

多
収
穫
、
良
形
質
の
菌
床
用
椎
茸
推
奨
品

種
の
紹
介
と
県
内
で
の
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

の
詳
細
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

後
の
講
演
は
、
株
式
会
社
矢
川
原
天
神

フ
ァ
ー
ム
の
門
馬
和
雄
氏
よ
り
「
復
興
か

ら
の
菌
床
椎
茸
栽
培
の
再
開
」
と
題
し
、

相
馬
地
区
に
お
い
て
の
原
発
事
故
か
ら
の

菌
床
椎
茸
栽
培
の
再
開
で
、
再
利
用
菌
床

（
椎
茸
施
設
内
栽
培
一
回
取
り
で
廃
棄
予

定
の
菌
床
）
で
の
循
環
型
椎
茸
栽
培
方
法

（
施
設
内
一
次
発
生
→
再
利
用
菌
床
で
の

発
生
→
堆
肥
利
用
）
の
ご
講
演
を
い
た
だ

き
、
全
講
演
後
は
種
菌
メ
ー
カ
ー
の
財
団

法
人
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
、
株
式
会
社

キ
ノ
ッ
ク
ス
、
北
研
株
式
会
社
、
Ｏ
Ｓ
Ｆ

様
よ
り
推
奨
品
種
の
紹
介
と
栽
培
者
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
講
演
内
容
は
全
て
好
評
で
、
中
で
も

久
保
研
究
員
の
「
ほ
ん
し
め
じ
栽
培
の
現

状
と
課
題
」
と
門
馬
氏
の
「
復
興
か
ら
の

菌
床
椎
茸
栽
培
の
再
開
」
に
つ
い
て
は
興

味
を
示
す
参
加
者
が
多
く
、
ほ
ん
し
め
じ

で
は
、
新
た
に
栽
培
し
た
い
、
栽
培
技
術

を
学
び
た
い
と
の
意
見
が
聞
か
れ
、
門
馬

氏
の
講
演
で
は
、
安
価
な
再
利
用
菌
床
は

何
処
で
購
入
で
き
る
の
か
等
、
実
際
の
栽

培
現
場
を
視
察
し
た
い
等
の
問
合
せ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ご
参
加
の
皆
様
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な
ご

意
見
・
ご
感
想
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
の
き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
活
動
及
び

福
島
県
き
の
こ
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
実
施

に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。きのこセミナーの様子（久保研究員）

主催者挨拶
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木
工
で
育
む
地
域
の
未
来 

～
人
の
暮
ら
し
と
地
域
の
チ
カ
ラ
に
～

�

（
た
ま
き
木
工
所
）

木
の
文
化
を
育
む
�

郡
山
女
子
大
学　

生
活
科
学
科　

建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻　

准
教
授　

阿　

部　

恵
利
子

○
は
じ
め
に

　

日
本
に
お
け
る
「
木
の
文
化
」
は
、
自

然
と
一
体
化
し
た
暮
ら
し
の
中
で
育
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
と
共
に
変
化

し
て
き
た
人
々
の
暮
ら
し
を
顧
み
る
と
、

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
営
み
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。
日
本
人
が
営
ん
で
き
た
古

の
暮
ら
し
や
地
域
の
伝
統
・
文
化
に
目
を

向
け
、
様
々
な
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
は
、

新
た
な
地
域
づ
く
り
の
一
歩
と
な
り
ま
す
。

○
林
野
庁
か
ら
木
工
の
世
界
へ

　

た
ま
き
木
工
所
（
石
川
郡
）
代
表　

玉

木
陽
祐
さ
ん
は
大
学
で
林
業
を
学
び
、
卒

業
後
は
農
林
水
産
省
の
林
野
庁
職
員
と
し

て
勤
務
し
ま
し
た
。
将
来
は
故
郷
の
福
島

へ
戻
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
玉
木
さ
ん
は

木
工
職
人
を
志
す
た
め
、
林
野
庁
の
仕
事

を
四
年
間
で
退
職
し
、
岐
阜
県
の
飛
騨
高

山
で
二
年
間
家
具
の
製
作
・
販
売
を
し
な

が
ら
木
工
の
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。
令

和
四
年
七
月
に
出
身
地
の
石
川
町
へ
Ｕ

タ
ー
ン
し
、
祖
父
の
代
か
ら
続
く
建
具
の

家
業
を
継
ぐ
決
心
を
し
た
玉
木
さ
ん
は
、

現
在
、
建
具
の
ほ
か
家
具
や
立
て
看
板
、

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
、
コ
ー
ス
タ
ー
、
木
の

端
材
を
活
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
等
を

提
案
・
製
作
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
使
い

手
の
要
望
に
耳
を
傾
け
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
木
製
品
の
製
作
も
受
注
し
て
お
り
、

石
川
町
で
木
工
を
生
業
と
し
て
継
い
で
ゆ

く
責
任
を
感
じ
な
が
ら
「
木
工
は
目
的
で

は
な
く
手
段
。
木
工
を
と
お
し
て
人
々
の

暮
ら
し
や
地
域
を
変
え
て
い
き
た
い
」
と

玉
木
さ
ん
。
モ
ノ
づ
く
り
は
何
か
を
変
え

る
チ
カ
ラ
に
な
る
と
信
じ
て
、
人
と
地
域

の
心
地
よ
い
暮
ら
し
を
叶
え
る
チ
カ
ラ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
人
と
人
と
の
交
差
点

　

積
極
的
に
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

家
具
・
ク
ラ
フ
ト
の
製
造
・
販
売
を
し
て

い
る
玉
木
さ
ん
は
「
木
製
品
を
通
し
て
人

と
人
と
の
交
差
点
を
つ
く
り
た
い
」
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
一

般
市
民
対
象
の
木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
老
若
男
女
が
集
い
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
多
く
の
人
が
モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
参
加
者
に
地
域
の
ス
イ
ー
ツ
や
コ
ー

ヒ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
が
そ

の
美
味
し
さ
を
味
わ
え
る
機
会
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。「
木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し

て
い
る
心
地
よ
い
空
間
と
時
間
を
今
後
も

分
か
ち
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
玉
木
さ
ん
。

自
分
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意

と
す
る
分
野
の
コ
ト
・
モ
ノ
を
持
ち
寄
っ

て
活
躍
す
る
場
を
つ
く
り
、
地
域
を
盛
り

立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
モ
ノ
づ
く
り
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　

木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
こ
れ
ま
で

「
ス
プ
ー
ン
」
や
「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」、

「
端
材
か
ら
作
る
木
の
し
お
り
」
な
ど
を
製

作
し
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
赤
と
白
二
色
の

木
材
を
好
き
な
大
き
さ
で
組
み
合
わ
せ
て

製
作
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ラ
ー
の
ツ
リ
ー

で
す
。
木
の
パ
ー
ツ
を
選
び
、
磨
い

て
、
オ
イ
ル
を
塗
り
、
最
後
に
陶
器

で
で
き
た
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
飾
り
付

け
ま
す
。
組
み
立
て
た
木
片
は
可
動

式
で
自
分
好
み
に
造
形
を
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ち
な
ん
だ

商
品
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
、
家
具

を
つ
く
る
過
程
で
「
虫
食
い
の
跡
」

「
色
が
悪
い
」
な
ど
の
理
由
で
必
ず
生

ま
れ
て
し
ま
う
端
材
を
ア
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
し
て
い
ま
す
。「
端
材
か
ら
作
る

木
の
し
お
り
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、「
木
製
品
を
使
う
こ
と
が
な
ぜ
エ

コ
な
の
か
？
」
な
ど
の
疑
問
を
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
学
ぶ
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
木
工
体
験
の
基
本
は
、

何
よ
り
楽
し
い
こ
と
！
そ
の
上
で
、

今
地
球
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、

自
分
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
か
を
、

子
ど
も
た
ち
が
考
え
ら
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
し
た
い
と
思
っ
て
、
内
容
を
あ
れ
こ

れ
思
案
中
で
す
」
と
玉
木
さ
ん
。

○
ま
と
め

　

石
川
町
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
数
か
月
後
、

建
具
職
人
で
あ
っ
た
父
を
亡
く
し
「
誰
か

の
支
え
の
尊
さ
を
実
感
し
、
こ
れ
か
ら
は

沢
山
の
誰
か
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
玉
木
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た

森
林
・
林
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が

ら
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
木
工
を
と
お
し
て
今
後

も
幅
広
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ワークショップの様子とクリスマスツリー
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夜
の
森
か
ら
は
様
々
な
鳴
き
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
多
く
の
人
に
馴
染
み
の
あ

る
フ
ク
ロ
ウ
の
囀さ

え
ずり

、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
と

鳴
く
こ
と
か
ら
長
ら
く
名
前
を
間
違
え
ら

れ
て
い
た
コ
ノ
ハ
ズ
ク
の
囀
り
、
か
つ
て

は
鵺ぬ

え

と
い
う
妖
怪
の
声
と
し
て
恐
れ
ら
れ

て
い
た
ト
ラ
ツ
グ
ミ
の
か
細
い
囀
り
、
ｅ

ｔ
ｃ
．

　

例
を
上
げ
出
す
と
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
ん
な
多
様
な
声
の
中
で
も
南
会
津

で
特
に
良
く
聞
く
の
は
“
ニ
ホ
ン
ジ
カ
”

（
以
下
、
シ
カ
）
の
鳴
き
声
で
す
。
シ
カ

の
あ
ま
り
居
な
い
地
域
の
方
は
ご
存
じ
で

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
シ
カ
の
オ

ス
は
繁
殖

期
で
あ
る

秋
に
な
る

と
「
ラ
ッ

テ
ィ
ン
グ

コ
ー
ル
」

と
呼
ば
れ

る
声
で
鳥

の
囀
り
と

同
様
に
メ

ス
へ
の
ア

森
か
ら
聞
こ
え
る
声

髙　

田　

真
大
朗

福
島
県
南
会
津
農
林
事
務
所

ピ
ー
ル
や
他
の
オ
ス
へ
な
わ
ば
り
の
主
張

を
行
い
ま
す
。
そ
の
声
は
条
件
次
第
で
一

㌔
㍍
以
上
先
ま
で
届
く
ほ
ど
で
、
南
会
津

で
は
秋
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
一
つ
の
要

素
に
な
っ
て
い
ま
す
（
俳
句
の
世
界
で
も

「
鹿
の
声
」
は
秋
の
季
語
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
）。
昨
今
、
何
か
と
話
題
に
な

る
シ
カ
で
す
が
、
も
し
も
鳴
き
声
を
聞
い

た
と
き
は
こ
ん
な
話
も
あ
っ
た
と
思
い
だ

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
県
内
で
は
シ
カ
の
分
布
が
徐
々

に
広
が
っ
て
お
り
、
南
会
津
で
も
造
林
木

へ
の
被
害
は
な
い
も
の
の
、
局
所
的
に
は

下
層
植
生
の
衰
退
が
既
に
発
生
し
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
事
務
所
で

も
被
害
判
別
表
を
配
布
す
る
な
ど
の
対
応

を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
他
地
域
の
皆

さ
ん
と
取
組
内
容
の
情
報
交
換
を
行
う
こ

と
で
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
後
に
は
な
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
も
夜
の
森
に
耳
を
傾
け
て
み
る
と
シ
カ

に
限
ら
ず
様
々
な
気
付
き
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
よ
。

県森連いわき共販における木材市況（２月分）
令和６年３月１日
福島県森林組合連合会 （単位：㎥当り千円）

素　　　　　材

樹種 長　級
（ｍ）

径　級
（㎝） 高　値 低　値 摘　　要

スギ

4.00
９下 12.0 11.5

10～13 14.0 13.5
24上 12.4 12.1

3.65
16上
24上 12.5 12.2

3.00

９下 10.2 8.0
10～13 12.0 11.5
14～16 12.3 11.5
18～20 14.8 14.0
22上 14.8 14.1

6.00 16～20
2.00 16上 7.5 6.0

ヒノキ
4.00

10～13
14～16 12.8 12.1
18～20 20.1 19.1
22上 20.1 19.5

3.00 16～20 15.2 15.0

アカマツ

4.80 18～22

4.00
18～22
24上

3.00
16～22
24上

素　　　　　材

樹種 長　級
（ｍ）

径　級
（㎝） 高　値 低　値 摘　　要

カラマツ 4.00
12下

13～14
16上

クリ
4.00 16上 16.0 15.0
3.00 16上

モミ 4.00 20上

市況概要と市況展望 ３月の共販日

　入荷は良好です。販売量は3,301㎥（前年同月
比68％）でした。
　市況は、スギ3.00ｍ柱材、中目材ともに若干
落ち着いてきました。スギ3.65ｍ、4.00ｍ材も
同じ状況です。
　スギ大径材（40㎝上）は4.00ｍが応札ありま
すので出材方よろしくお願い致します。

７日㈭

18日㈪

27日㈬

行　事　と　お　知　ら　せ

県森連の木材市況は、県森連のホームページでもご覧いただけます。

� 福島県森林組合連合会　木材市況 検索 　
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編　

集

発　

行

発
行
人

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

飯

沼

隆

宏

陽
光
社
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
一
〇
円
）

はなしの
ひろば

表紙の写真

お知らせコーナー

林業福島　令和６年３月１日発行

イ
ヤ
リ
ン
グ

　

所
用
で
南
相
馬
市
原
町
区
へ
行
く
機
会
が
あ
り
、
仙
台
駅
か
ら
常
磐
線
上
り
に
乗
車
し

た
。
各
駅
停
車
で
い
く
原
ノ
町
駅
は
遠
い
が
、
車
窓
の
景
色
を
飽
き
ず
に
眺
め
て
い
っ
た
。

平
日
の
午
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
乗
車
す
る
人
は
ま
ば
ら
だ
っ
た
が
、
時
折
高
校
生
の

集
団
が
二
～
三
駅
間
乗
車
し
、
車
内
は
一
気
に
活
気
づ
く
。（
東
日
本
大
震
災
の
時
、
こ
の

高
校
生
た
ち
は
、
三
、
四
歳
く
ら
い
だ
っ
た
ろ
う
か
…
）
な
ど
と
思
い
を
馳
せ
て
い
る
と
、

新
地
駅
か
ら
一
人
の
少
女
が
乗
車
し
て
き
た
。
少
女
は
、
私
と
同
じ
ボ
ッ
ク
ス
の
対
面
に

腰
を
お
ろ
し
た
が
、
す
ぐ
に
微ま

ど
ろ睡

み
始
め
た
。
少
女
の
微
睡
み
と
一
緒
に
揺
れ
る
ガ
ラ
ス

の
イ
ヤ
リ
ン
グ
。
ち
ょ
う
ど
車
窓
か
ら
の
西
日
を
受
け
て
、
小
さ
く
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て

と
て
も
き
れ
い
だ
。
そ
の
輝
き
を
眺
め
な
が
ら
「
琴
男
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ　

大
川
義
秋
さ

ん
」
の
楽
曲
が
ふ
と
過よ

ぎ

っ
て
き
た
。
大
川
さ
ん
は
、
双
葉
町
出
身
で
二
〇
一
一
年
埼
玉
県

に
避
難
、
転
校
先
の
高
校
の
部
活
動
で
「
琴
」
に
出
会
っ
た
と
い
う
。
演
奏
の
時
の
衣
装

も
自
作
、
譜
面
に
は
、
感
情
を
移
入
す
る
た
め
に
色
別
を
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
九
年
後
の
三
月
に
「
時
の
風
に
乗
っ
て
」
を
発
表
し
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
三
月
十

四
日
に
は
、
常
磐
線
が
全
線
開
通
。
ふ
る
里
の
風
が
常
磐
線
と
と
も
に
、
ま
た
行
き
来
し

始
め
た
。
今
、
そ
の
曲
を
聴
く
と
、
心
の
琴
線
を
震
わ
す
十
三
年
目
の
時
の
風
だ
。
そ
し

て
、
常
磐
線
の
揺
れ
に
、
こ
の
十
三
年
の
時
の
流
れ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
入
っ
た
。

　

少
女
の
耳
元
に
ま
と
っ
た
春
ま
だ
浅
い
光
は
、
必
ず
明
る
い
光
の
春
へ
と
向
か
っ
て
い

く
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
願
い
と
も
つ
か
な
い
思
い
で
、
原
ノ
町
駅
で
少
女
を
乗
せ
た
列
車
を

見
送
っ
た
。�
（
都
）

「Wood Chips」
第20回ふくしま森林・林業写真コンクール
特別賞（学生の部）／（公社）福島県森林・林業・緑化協会長
受賞者　飯山悠大さん（いわき市）
撮影場所：いわき市田人
コメント：伐採時の木屑が飛び散る様子
を撮った１枚

○
野
生
山
菜
等
の
採
取
及
び
出
荷
・
販
売
に
つ
い
て

�

福
島
県
林
業
振
興
課　

　

今
年
も
山
菜
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
国
か
ら
出
荷
を
制
限
さ
れ
て
い
る

市
町
村
か
ら
採
取
さ
れ
た
野
生
山
菜
等
は
出
荷
・
販
売
、
飲
食
店
や
宿
泊
施

設
な
ど
で
の
提
供
、
無
償
譲
渡
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
等
で
の
販
売
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
野
生
山
菜
等
の
出
荷
制
限

に
つ
い
て
は
福
島
県
林
業
振
興
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
の
情
報
を
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
県
農
林
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
検
索
ワ
ー

ド
は
「
福
島
県　

山
菜　

出
荷
制
限
」
で
す
。

　

ま
た
、
出
荷
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
市
町
村
で
採
取
さ
れ
た
野
生
山
菜
等

の
出
荷
を
希
望
す
る
場
合
は
、
出
荷
前
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
県
農
林
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

安
全
な
野
生
山
菜
等
の
流
通
を
図
る
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○連絡先一覧

市町村名 事務所名 住所・連絡先

福島市、二本松市、
伊達市、本宮市、伊
達郡・安達郡の町村

県北農林事務所
（森林林業部）

福島市杉妻町２－16
（福島県庁北庁舎５階）

024－521－2632

郡山市、須賀川市、
田村市、岩瀬郡・石
川郡・田村郡の町村

県中農林事務所
（森林林業部）

郡山市麓山一丁目１－１

024－935－1367

白河市、西白河郡・
東白川郡の町村

県南農林事務所
（森林林業部）

棚倉町大字関口字上志宝50－１

0247－33－2123

会津若松市、喜多方
市、耶麻郡・大沼郡・
河沼郡の町村

会津農林事務所
（森林林業部）

喜多方市松山町鳥見山字下天神６－３

0241－24－5734

南会津郡の町村 南会津農林事務所
（森林林業部）

南会津町田島字根小屋甲4277－１

0241－62－5375

相馬市、南相馬市、
相馬郡の町村

相双農林事務所
（森林林業部）

南相馬市原町区錦町一丁目30

0244－26－4305

双葉郡の町村 富岡林業指導所
富岡町小浜553－２

0240－23－6084

いわき市 いわき農林事務所
（森林林業部）

いわき市平字梅本15

0246－24－6193



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

（  仙台支店  ） 〒９８１-３１３３ 宮城県仙台市泉区泉中央１丁目１６-６ 

TEL ０２２-347-3689 FAX ０２２-３47-３６９９
（ 本社 ・ 工場 ） 岩手県奥州市水沢字桜屋敷西５-１
（ 支     店 ） 札幌･東北･仙台･関東･中部・関西･中四国・九州

For the future with forest 

http://www.iwafuji.co.jp/ 

令和４年度「林業福島」広告原稿

傾斜地に対応した全旋回チルトプロセッサ
・最大３８度のチルト機能により傾斜地での作業性が大幅に向上

・全旋回ローテータにより油圧ホースが絡む心配不要

・サイドカッタ解除機能により曲がり材に対応

・大容量油圧システムと強化型送りモータによるパワフルな送材

・ ８コントローラを搭載

・新開発のスタッドローラ（オプション）

 

製品情報



監　
　
　

修　

福
島
県
農
林
水
産
部　
　

発
行
所　
公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

編
集
発
行
人　

飯
沼　

隆
宏　
　
　
　
　

福
島
市
中
町
五
番
十
八
号　

県
林
業
会
館
内

定
価
一
一
〇
円
（
税
込
）

年
間
購
読
料
一
、九
八
〇
円
（
税
・
送
料
込
）

人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚

林
業
福
島
三
月
号 

通
巻
第
七
一
五
号

令
和
六
年
三
月
一
日
発
行

（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）


